
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

【学校経営の基本方針】 

生徒の『よさ』を認め、発揮し、自己肯定感を育む 

令和７年９月２日発行 令和７年度 学校だより 

第  号 若草もゆる 
南城市立佐敷中学校 

共通スローガン「小さいことほど丁寧に 当たり前のことほど真剣に」 
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～勉強や友達、家族、部活、進路のことなどを気軽に～ 

 
本校では、二学期が始まった直後の９月２日（火）から９月１９日（金）の３週間、

第２回教育相談旬間を実施します。今回の教育相談を通して、二学期に頑張りた

いことや掲げた目標を共有したり、困っていることや悩みを抱えていたりする 

生徒への適切な支援等に努めていきます。教育相談旬間中は、面談時間を十分

に確保することが重要であると考え、５校時で授業を終了して対応します。その

ため、下校時間も１４時４５分に繰り上がりますのでご承知おきください。 

二者面談を通して、生徒と学級担任との信頼関係を深め、充実した学校生活

に役立てていきたいと考えています。原則として、学級担任が面談をおこない  

 

教育相談旬間始まります 

 

ますが、他の教職員が面談相手となる場合もあります。教育相談に関して、『生徒指導提要』（文部科学省）では、 

教育相談の目的等を「教育相談の目的は、児童生徒が将来において、社会的な自己実現ができるような資質・  

能力・態度を形成するように働きかけることであり ～中略～ 教育相談はコミュニケーションを通して気付きを 

促し、悩みや問題を抱えた児童生徒を支援する働きかけのある教育活動です。」と示してあります。 

 

教育実習が始まりました ９月１日から１９日までの

間、本校卒業生の屋良さんと

佐喜眞さんの教育実習が始

まりました。 

実習初日は、だいぶ緊張し

ているようでしたが、時間が

経つにつれ、笑顔も見られる

ようになりました。実習中は、

指導教官をはじめ全職員で

サポートしていきます。２人と

も学び多い実習にしていきた

いと意気込んでいます。 

「ＨＡＩＳＡＩ佐敷」の説明 
去る８月２８日（木）の職員会議の場で、

生徒会執行委員から「ＨＡＩＳＡＩ佐敷」の企

画書に基づいた開催方法等に関する詳細

な説明がありました。この日のために生徒

会執行委員は一学期から企画書の立案、

校長先生や担当職員との話し合いを何度   

 も行ってきました。この行事を

成功させるための意気込みを

感じずにはいられません。 

全校生徒と先生方とで、本

校自慢の思い出に残る行事に

創り上げていきましょう。 

 

街頭募金活動 
生徒会ボランティア委員会 

生徒会ボランティア委員会の活

動の一環として、８月３１日（日）の

午後、ザ・ビッグエクスプレス佐敷

店の店舗出入口で、２４時間テレビ

４８「愛は地球を救う」街頭募金に

参加してきました。「たすけあいや

思いやりの心を育む実践活動」の

趣旨に賛同したボランティア委員会

が、年間活動計画に位置づけて、

継続して取り組んでいきたいと考

えています。ボランティア委員の皆

さん、街頭募金活動ありがとうござ

いました。お疲れさまでした。 

街頭募金活動に頑張ってくれた 

ボランティア委員の皆さん 


